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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞

· 4/20（水）職員玄関に置いてある臨時の傘７本が無くなっています。使用したスタッフは元の場所に戻して下さい。

· 小比類巻　末五郎様～院長先生より、鎮痛剤１日分追加処方となっています。本日、主治医診察にて、処方止めとなり、今後は湿布薬にて様子観察となります。

· 浜中　トキエ様～安ヶ平Ｄｒより、次回定期薬（精神病薬）が変更となっています。症状の観察をお願いします。

· 田端　玲子様～ソーシャルワーカーより医療療養補助金の書類を預かり、Aユニットの書類ボックスに保管しています。御家族面会の際に渡して下さい。

· 本日療養環境変更の為、部屋変更を行なっています。

　　　　　　　　板垣　富蔵　様　202号室⇒203号室

　　　　　　　　吉田　正太郎様　203号室⇒202号室

· 根市　巳佐男様～常食にてむせ込み見られており、全粥・刻み食へ変更しています。摂取状況の観察をお願いします。

· 部屋割り表を作成し、Ｃユニットスタッフオフィスに置いています。パソコン、マイドキュメント内に保存していますので活用して下さい。

＜生活機能回復訓練報告＞

· 鈴木　サダ　様～先週より「一緒に家についていく」と発言聞かれ、スタッフの跡を付いて歩くなど、スタッフ説明には戻る事が出来ていますが、状態不安定な様子見られています。また、日中の眠気強い様子で作業中の居眠りも見られています。昼夜逆転とならないように、日中の活動や夜間の睡眠状況の観察をおねがいします。

· 中森　みや子様～トイレにこもっている事多く、プログラムへの参加が遅れがちとなっており、早めに声掛けを行い、他患者様と一緒に取り組まれるように関わっていきましょう。また、現在おやつをスタッフ管理としていますが、自室に持ち込まれてスタッフの声掛けに、自分の都合の良い返答が聞かれています。間食状況を良く観察し、統一した対応をしていきましょう。

· 若松　高　　　様～表情冴えなく「調子が悪いので」と自室に戻られる事見られています。状態を観察しながら「場所にいるだけでもいいですよ」と参加を促して行きましょう。

· 細越　国雄　様～自室にコーヒーや砂糖が有るにも関わらず、売店での購入が見られています。購入時には確認をして、説明して行きましょう。

· 鳥喰　經三　様～作業にて、計算ドリルをゆっくり行なっています。長谷川式5点との事です。残存機能低下を防ぐように関わって行きましょう。

· 鳥谷部　國光様～プログラム開始になっても自室での居眠りがみられ、声掛けを行なっています。作業は拒否無く取り組まれており、継続して声掛けを行って行きましょう。

· 市橋　ヒデ　様～プログラム中の徘徊が多く見られています。観察、適時介入して行き、他患者様が集中して取り組めるような環境の提供を行っていきましょう。

· 上野　眞二　様～病状によって、声も聞き取りにくくなっていますが、ゆっくりと計算ドリルを行なっています。図画や俳句の興味を持たれ、御家族よりスケッチブックの差し入れも有り、今後活用を検討しています。図画など一人ではやりたくないと発言聞かれていますが、他患者様が行なう際に促していきましょう。

· 高森　清八　様～臥床傾向で再三の声掛けを行なっています。再度臥床される事がある為、起き上がり靴を履いて移動するまで確認を行って行きましょう。作業では御家族が用意された用紙にスタンプを押しています。用紙が無くなったため、御家族来院時に準備して頂くように依頼して、継続して取り組まれるように関わっていきましょう。

＜三上Ｄｒ勉強会＞

○献立作成の手順

1 表１：主食を決める

2 表３：副食を決める

3 表６：野菜を決める

4 表５：調味料を決める

5 表２・表４：いつ摂るか決める

○１日の指示単位２０単位（１６００kcal）の例


　　　　　　　食事交換表

　　

　　　　　　　食品の種類


　　　　　　１日の指示単位

　　　　　　　朝食の単位

　　　　　　　昼食の単位

　　　　　　　夕食の単位

　　　　　　　間食の単位

○菓子類

　　　　砂糖含有量の多い菓子類は、原則として禁止の方針で指導する。間食が止められない患者には、菓子類に変わるものとして表１、２、３（チーズなど）、４の食品を間食に配分して摂取させ菓子類をやめるように指導する。

○アルコール

　　　栄養はほとんど熱量で栄養素が含まれていないため、ほかの食品と交換できない。

各表の１日指示単位





各食事へ配分された単位





表１





表２





表３





表４





表５





表６





調味料





穀物


いも


豆など








くだもの





魚介


肉、卵


大豆








牛乳など








油脂


他脂性食品





野菜、海藻


きのこ


こんにゃく





みそ


さとう


など





１





１





１





1.５





４





１





１１











０.５





０.３











１














０.５





１














１





３








０.３











１








４








０.４











２








４








